
代表委員 チーム数 募集委員

堤雅明　　　　　   3 9

朝倉紀英　

湯澤睦門　　　　 12 16

高橋　直　徳増政幸

　会  長    関谷淳一 加藤明美　三浦　進

　副会長　  瀧上正志 林　勇次　藤村利彦 4 9

　副会長    菅　雅則 武部直美

　専務理事　宮本隆三 水谷良雄　　　   6 9

　監事 　常務理事　一谷　徹 佐合重治　苅谷和代

　常務理事　下村　尚 18 12

　常務理事　山田亮熙 高倉照久　秦 務

　常務理事　石川伸男 吉田隆明　西田啓

13 17

横田信明　小桜和裕

柳田剛志　植田桂司

田島充將　上田浩一　　　   1 9

吉光幸夫

事務局 一ノ瀬元史

　　　　　　　　　地方ブロック部会

瀧上副会長　石川常務

（連携）

　下村常務

　 青木茂彰 中村一

→ 管理全般業務（財務、総務,、国際、企画、会計）

→　委員募集活動・部活動広報活動

→　国際大会チーム選手強化・育成　

→   国際事業活動・ＭＨワールドカップ東京誘致

＜各組織の役割＞

・部会の目的及び事業を達成する為の基本方針、戦略の立案を行う。

・普及活動事業の統括本部　→　戦略・計画の推進、作戦見直しを指示。

　専門委員会の統括・管理。

・地域ブロック部会の代表委員と連携し、地方組織の普及活動を統括。

・各地域ブロックは必要数の委員で構成し互選で代表委員を選出。

　委員は普及活動事業部と連携して、活動する。

・普及活動事業部、地方ブロックの活動を支援する部門。

・国際委員会は、国際業務全般を担当し国際組織との情報交換窓口となる。

・予算、決算、事業報告等を報告しマスターズ会員と意見交換する会議

　（年１回の全日本マスターズ大会時に開催）

国際委員会

役員会

地方ブロック部会

（全国７ブロック）

専門委員会

普及事業本部

専門委員会

萬納宏俊

 山田常務

普及事業本部　　

委員長

一谷常務

中村康夫

会議

役員会

菅副会長

高瀬宗救

浜中謙治

　普及活動事業部　　

全国マスターズ

九州ブロック

関東ブロッック

関西ブロック

　北信越ブロック

東海ブロック
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梅澤好光　中村清隆

中野典子　井上三千代　武部直美

　　　　　（公社）日本ホッケー協会マスターズ部会組織図 

各地域ブロック部会

全国マスターズ会議 北海道東北ブロック

 普及活動事業部宮本専務

Ｊ 　Ｇ　 Ｍ 　Ａ

中国四国ブロック

国内普及担当グループ

広報委員会

強化・育成委員会

総務委員会

国際チーム設立グループ

レディース委員会


